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1 ウイル ス担当

1) 1988年の大流行時に秋田県で分離された麻疹ウイル

ス変異株の性状について

斎藤博之，佐藤宏康．安部真理子．原田誠三郎，

天野怠ー＊．須藤恒久＊＊．森田盛大

（＊秋田大・医・機器センター，＊＊秋田大・医・微生

物）

1988年に秋田県で流行した麻疹は，患者 4千名，死者

10名を数えた．この時期に分離された麻疹ウイルス 4

株と今年 1月に分離された 1株の諸性状について比較検

討を行ったので報告する．

ウイルス分離はマーモセット B細胞由米の B95a細胞

を用いて行った． Vero, JINET, BSC-1では分離でき

ず．また． B95aで分離したウイルスをこれらの細胞に接

種しても CPEは認められなかった． SOS-PAGEで分

離株と揉準株 (Edmonston株）の構成滋白を比較した

ところ， hemagglutinin(HA)の分子阻に差異があるこ

とがわかった．標準株の HAの分子日が 73kDaであっ

たのに対し，分離株のそれはいずれも 80kDaと大きな

値を示した．さらに，分離株ではサル血球の凝集能が消

失していた．

上記の HAの変異と病原性との関係については未だ

不明であるが， HAが感染成立に頂要な役割を果たすこ

とを考えれば興味がもたれるところである．

（第 44回日本細菌学会東北支部総会，山形市．平成 2年

8月）

2) 1988年に秋田県で分離された麻疹ウイルス変異株の

性状

斎藤博之．佐藤宏康，安部真理子，原田誠三郎，

須藤恒久＊．森山盛大

（＊秋田県衛生科学研究所，秋田大・医・微生物学教

室）

1987年から 1988年にかけて秋田県で流行した麻疹

は，患者4千名，死者 10名を記録した．我々は，この大

流行を契機に流行株と標準株（Edmonston株）の違い

を明らかにしようと試みた．その一貰として，流行期に

分離された麻疹ウイルス 4株と今年 1月に分離された 1

株について培投細胞への感染性，構成蛍白の電気泳動パ

ターン，および，サル血球凝集能について検討したので

報告する．

ウイルス分離はマーモセット B細胞山米の B95a細胞

を用いて行った．同定はデンカ生研の診断用抗血消を用

いた中和試験により行った． SOS-PAGEはLaemmli

の方法に従い．その後，麻疹 HA搬白に対するモノク

ローナル抗体，および，抗血消によるウエスタンプロッ

トを行った．血球凝梨試験はアフリカミドリザル血球を

用いたマイクロプレート法により行った．

分離株を Vero. JINET, BCS-1などのサル腎由来の

細胞に接種しても CPEは認められなかった． SDS-

PAGEで構成揖白を比較したところ， hemagglutinin 

(HA糖蛋白）の分子阻が標準株では 73kDaであったの

に対し．分離株のそれは 80kDaと大きな値を示した．

血球凝集試験で，標準株は 256倍の HA価を示したのに

対し，分離株では HA活性が認められなかった．

本研究でわかった HA糖蛍白の変異と病原性との関

係は未だ不明であるが． HA糖媛白が感染成立に頂要な

役割を果たしていることを考えれば興味がもたれるとこ

ろである．今年になって分離された株も同様の変異を起

こしていることから，流行時と同じウイルスによるもの

と考えられる．

（第38回日本ウイルス学会総会，東京都，平成2年 11

月）

3) Isolation and Characterization of the Measles 

Virus Strains with Low Hemagglutination Activity 

Hiroyuki Saito, Hiroyasu Sato, Mariko Abe, 

Seizaburo Harata, Ken-ichi Amano*, 

Tunehisa Suto**, Morihiro Morita 

(* Central Research Laboratory and **Depart-

ment of Microbiology, Akita University School 

of Medicine) 

Six measles virus were isolated from clinical spe-

ciments. They differed from a prototype strain in 

being incapable to grow in cell lines derived from 

monkey kidney and having a slower electrophoretic 

mobility of the hemagglutinin (HA) protein and a 

very low hemagglulination activity. 

The number of samples examined in this study is 

loo small to conclude that similar changes had occ-

urred in the measles virus isolated during the last 

several years, but the above evidence suggests that 

these changes provide epidemiological significance 

in the HA protein. 

(Intervirology 32 (1991), in press) 
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4)分離ウイルス迅速同定法の試み

佐藤宏康，斎藤博之，安部真理子，森田盛大

目的：ウイルス感染症の迅速診断目的のため，細胞系．

哺乳マウス (SM) 系で分離されたウイルスを迅速に同

定すること．

材料及び方法：コクサッキーA群ウイルス (CAV)2, 

4, 5, 6, 10, 16型及びエンテロウイルス 71塑各標準株，

県内での分離株30株を用いた．各型標準株に対し RD

細胞由来精製抗原と SMrt]米梢製抗原の二種類を調製

した．前者はモルモット，後者はウサギに免疫し抗血消

をえた，抗各型ウサギ lgGをニトロセルロース膜（NC)

上に固定した．スキムミルクでプロッキングしたのち，

strip状に切りー80℃に保存した． SM由来分離株は

10％乳剤．細胞由来分離株はそのまま stripと 30分，次

いで抗各型モルモット lgGと30分．つづいてペルオキ

シダーゼ結合抗モルモット lgG, 基質の順に反応させた

後 NC上に生じたスポットを判定した．

結果及び考察：分離ウイルスは 2時間で同定可能であ

り，中和試験による同定成績と一致した．手足口病病I原

ウイルスの同定． CAVの同定に有illであった．また．

細胞由来株． SM由来株いずれについても同定が容易で

あった．このことから．本法は保存性，迅速性，特異性

にすぐれ迅速同定法として有用と考えられた．

（第44回日本細菌学会東北支部総会，山形市．平成2年

8月）

5)サプマリン雷気泳動法を用いたヒトロタウイルス

(HRV)の検出

安部貞理子，斎藤博之，佐藤宏康，森田盛大，

目的：サプマリン電気泳動法をJ1)いて HRVを迅速か

つ簡便に検出すること．

材料とガ法：材料は 1979年から 1989年までの 10年

間に，！感染症定点観測調代で採取した焚便 150検体を川

いた．ガ法は， T.CHUDZIOらのサプマリン屯気泳勁法

に準じて行った．すなわち，抽出液で英便の 20％乳剤を

調整し，フェノール・クロロホルムで RNAを抽出し

た．遠心後，抽出液を 1% Agarose Gel上で， 100V2時

間泳動し，エチジウムプロマイドで検出した．また，検

出感度を翡めるため，原法にはないが，抽出液に対し工

タノール沈澱操作を加えたのち上記と同様に泳動を行っ

た．

結果及び考察：糞便 150検体中 50検体につき検資を

試みた結果，浪縮前は 50検体中 35検体（70%)の検出

率であった．浪縮後は 37検体 (74%)の検出率であっ

た．なお残りの検体については検査中である． SDS-

PAGEと銀染色の組み合わせは検出感度が高いといわ

れている．しかし原法にエタノール沈澱操作を加えるこ

とにより銀染色と同程度の検出感度が得られた．サプマ

リン屯気泳動法は操作が簡単で，知時間で検出が可能で

あり， HRV検出のためスクリーニング法として有用と

考えられた．

（第 44回13本細菌学会東北支部総会，山形市，平成 2年

8月）

2 衛生化学担当

1)秋田県銭川温泉の泉質・泉温変動についての地球化

学的考察

武藤倫子，松葉谷治＊（＊秋田大学）

秋田県八幡平北部に位骰する銭川温泉の岩の湯は， こ

の 10年間で大きく変動している．調森開始の 1978年か

ら1984年までは温度をはじめとして溶存成分が減少の

一途をたどり， 7年間で 70~30％にまで低下した．しか

し， 1985年以降は徐々に回復し，現在 1977年時の約 60

~70％までになっている．

著者らは， このような変動が何によるものかを C£ ―,

SO、2―及び HC03一浪度，水の直）とが0, ならびに泉温

の上記期間の測定値及びそれ以前の公表された値をもと

に考察した．即ち，同温泉は 3成分が混合したものであ

り， これまでの変化はその 3成分の混合率の変化による

ものである．又， 3成分は(1)1950年代後半より以前に岩

の湯で湧出していたものと同質の Na-C£ 塑熱水，（2)

水抜き井戸から1りられる冷水と同竹の地卜;;J<,(3)Na-C 

£型熱水が地下で沸騰したことにより分離された蒸気で

ある．

混合率の変化は大きくは 2つの傾向を示している．即

ち，はじめは Na-CR.型熱水の割合が次第に減少し，逆

に地下水と蒸気が増加の傾向を示した．このことは，

Na-CR,型熱水の沸騰と地下の熱水の圧力低―ドによる

浅屈地下水の混入によると思われる． 1975年以降，熱水

と蒸気の割合は一定である．その後， 1979年から 1982

年にかけて湧出量が大きく減少したが，この変化の起こ

- 36 -



りだした頃から Na-CR.型熱水の割合が増加の傾向を

示しており，これらの事象は．浅屑地下水の圧力の低ド

がNa-CR.型熱水のそれより上回ったことによるもの

と思われる．

（地球化学第 24巻2号， 95-104, 1990) 

2)秋田県内温泉水中の222Rn濃度及びその変動につい

て

武藤倫子，勝又貞ー＊ （＊横手保健所）

秋田貼内の温泉水中のmRn浪度及びその変動を知る

目的で， 1982年より八幡平温泉群の 11源泉について年

3回の継続調査を行ってきている．これと併行して 1985

年から 1987年にかけては乳頭温泉群の 9源泉について，

1988年から 1989年にかけては湯瀬， 大湯地区の 9源泉

について各々調査を行い，八幡平温泉群の温泉との比較

を試みた．その結果について一部報告する．

調査源泉の泉質は単純温泉，硫化水索泉，酸性泉， Na

-Cf泉のいずれかに分類され，泉温はいずれも約38℃

~82℃の範囲内にある．これまでの結果， 222Rn含呈の

最高は乳頭温泉群に屈する黒湯温泉の 10月の値で 1101

pci/ f'最低値は大湯地区に属する元の湯の 9月の値

で lOpci/fであった．変勁巾を示す（標準偏差／平均

値） XlOOで表した変動係数の最麻値は八幡平温泉群に

属する澄川温泉（酸の楊）で 77.9％，最低値は湯瀬地区

の田中屋で 3.8％であった．これらの変動を各年度ごと

の月別の値でみると， 10月の値がその年度の最高値を示

す例が最も多く，最低値を示すのは 8月が多い．しか

し，この傾向がどのような要因によるものかは定かでな

く， 温度や湧出量， その他の化学成分と 222Rn浪度との

間にもこれまでのところ相間は認められない．

（第43回日本温泉科学会， 1990年8月，岩手県花巻市）

3)環境試料中有機型トリチウム濃度測定研究室間相互

比較

勝又貞ー＊，久松俊一＊1, 滝澤行雄＊＇，井上義和＊ 2, 磯

貝啓介竺金正武＊‘，片桐祐実＊S, 高島良正＊•,長

谷文ll竺加治俊夫竺上野蓉＊•,翫幹夫＊’

（＊現・秋田県横手保健所，＊1秋田大・医，＊2放射線医

学総合研究所竺 l1本分析センター， ＊`Korea Ad-

vanced Energy Institude, *5動燃東海．心九州大・

理．が九州大 RIセンター，ね金沢大 LLRL)

環境中の生物試料に含まれるトリチウム (T) は自由

水Tと糾織結合型T （付機型T)とに分類され，更に組

織結合塑Tは交換哲'~T と非交換型Tより成る．一般に組

織結合型Tは自l:h水Tに比較して生物に利用されやす

く，かつ，生物学的半減期も長いことが知られており，

閲培中Tの被喝線凪評価のためには組織結合型Tの寄与

を見積ることは頂要と思われる．しかし．斑埃中低レペ

ル有機型Tの分析方法は必ずしも確立されているとは言

えないため＇国内の研究室による組識結合型 Tおよび非

交換塑T浪度比較を実施した．現在，得られている環境

試料についてのデータの信頼性をチェックするとの立場

から，相互比較試料にはT化合物等の添加は行わず，実

際の斑境試料をそのまま使用することとした．相互比較

試料としては豚肝臓と白米を使用し， 6研究室によって

相互比較を行った．

各研究室より報告された組織結合型T浪度測定値につ

いては使用した試料のT浪度が低く，分析の処理が繁

雑であったことを考慮すれば，研究室間の変動は比較的

小さかったと言えよう．また，組織結合型T浪度と燃焼

に使川した酸索凩の関連を検討したが，有意の相関は得

られなかった．

（日本放射線影愕学会第33回大会, 1990年 10月，仙台

市）

4) 日本とヨーロッパの食品中のトリチウム濃度

久松俊一＊1，滝澤行雄＊＇，勝又貞ー＊，橋本哲夫如

(*1秋田大・医＊現・秋田県横手保健所，ギ新潟大・

理）

著者らはこれまで '85年から '87年までに秋田市で採

取した包括的な食品試料および数種類の欧州産食品につ

いてトリチウムの分析を行い，その結果を本学会等で発

表してきた．トリチウムの線fil評価上は．組織結合型ト

リチウムと自由水トリチウムの比放射能比（SAR)が重

要である．これまで海外の研究者により，欧州産の食品

については高い比放射能比が報告されていた．しかし著

者らが．輸入されている数種類の欧州産食品について分

折を行った結果では，報告されているような高い値は認

められなかった．今回は，この結果を確認するため，新

たな欧州産食品についての分析を行ったので報告する．

更に季節変化を検討するため．四季毎に採取している秋

田市の食品についての結果を発表する．

欧州産の食品については高い SAR値は認められず，

以前の著者らの分析と同様であった．

（日本放射線影密学会第33回大会． 1990年 10月，仙台

市）
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5)秋田県における放射能調査

勝又貞一丸佐々木貨子

（＊現・秋田県横手保健所）

1989年 4月～1990年 3月に実施した秋田市を中心と

した環境中の放射能測定調査で，対象としたのは雨水，

食品（野菜，牛乳，日常食，米，魚類），陸水（上水，淡

水），土壌，空間線鼠 (r線）等である．

定時 (9時）採水による雨水の全B放射能の年度間総

降下目は， lk記当り 0.74MBqで，前年度とほぼ同じで

あった．また他の試料についても異常値を検出したもの

は見られなかった．

（第 32回環境放射能調査研究成果発表会， 1990年 12月，

東京都）

3 環境衛生担当

1)広範小腸切除ラットの成長に及ぽす銅欠乏の影轡

蛇口達造＊，加藤哲夫＊，村越孝次＊，畑沢千秋＊，

小山研二＊，小林淑子

（＊秋田大学医学部第一外科）

成長期ラットに広範小腸切除を施行し，成長に及ぼす

銅の補充効果を検討した結果，次のことが明らかになっ

た．

90％小腸切除後，自由摂食管理下では単開腹群と比較

して，摂食国の減少と血漿総ソマトメジン Cの低下がみ

られたが，摂取且に対する銅の補充効果はみられなかっ

た．また，腸切除群および単開腹群とも体重，尾長に及

ぼす銅の補充効果はみられなかった．さらに，成長ホル

モン分秘細胞数の増加は腸切除で抑制され，機序は不明

ながら，銅欠乏も増加抑制因子になり得ることが示唆さ

れた．

(JJPEN. Vol.12 Nn4, 1990) 

(Japaneses Journal of Parenteral and Enteral Nutri-

tion) 

2)鉱泉水中総水銀の高感度，高精度分析

山本淳＊．金田吉男＊，小林淑子

（＊兵庫県立衛生研究所）

鉱泉水中の数ナノグラムの水銀を金アマルガム法によ

る浪縮を利用し，高感度，高梢度に定国した．

50mlの鉱泉水を逆王水で分解し， 10％硫酸第ースズー

IN硫酸溶液を 2~5ml加え， 1l /minの空気流国で水銀

を金にアマルガムとして捕集した．捕集後金カラムを

580℃で加熱しアマルガム分解，発生した水銀蒸気を 0.4

l /minでセル内に吸引し定阻した．

自作セルを用いることにより鉱泉 50ml中の 0.4nの水

銀を検出することができた．また，水銀 2.5nの回収率

は92~110％であった．

（温泉工学会誌， Vol.24No.l, 1990) 

3)一滴フレーム原子吸光法による極少且体毛試料を用

いた亜鉛の定呈法

小林淑子

生体内亜鉛凪を評価するため，従来よく利用された生

体試料にかわり， ヒゲをはじめとする極少且の体毛試料

を用いて亜鉛の定凩を試みた．測定は一金属当たり 0.3

mlで定国できる一滴フレーム原子吸光法で行った．

ヒゲ中亜鉛只は 113~174μg / gの範囲にあり， 既に

報告されている頭髪中亜鉛屈と類似していた．各個人の

亜鉛排泄レベルに個体差は認められるが，日差変動は少

なかった．静脈栄蓑投与患者の頭髪中亜鉛レペルは低い

ものが多く，健常者と異なり変動幅が大きかった．さら

に， IO名の新生児について頭髪中亜鉛を定且したとこ

ろ， 124~195μg/ gの範囲にあった．

（秋田県環境保健業務研究発表会，秋田市，平成3年 3

月）
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